








要約:我が国の神経芽細胞腫検査試料の尿の形態は,(1)濾紙に尿を浸み込ませたもの

と,(2)尿そのものとに分かれているが,検討の結果,それぞれの尿形態において統一すべき

事項をまとめた。すなわち, (1)の濾紙尿の場合,No.327 濾紙(東洋濾紙 KK)を使用し,その

採尿方法としてオムツに入れた脱脂綿に吸収された尿を濾紙にしぼり落とす方法(滴下法)

にした。次に(2)の原尿の場合,採尿容器に防腐剤(ダルコン酸クロルヘキシジン溶液)を添

加することに統一した。また,採尿時の注意点として,バナナ摂取および薬剤服用時に採尿

しないことにした。将来の課題として,精度管理を容易にするために,尿形態についてもさ

らに,全国規模での統一が必要であると思われた。


